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社会復帰の状況

移植後の現在の身分・職業を調査すると、男性では会社員45%、公務員13%など
が多く、無職の人は6%にすぎない。この調査では、定年で退職する年齢の人も
含んでいる（調査1）。
20~59歳の男性移植者に対する調査でも、定職92.2%、アルバイト3.5%と、
高い社会復帰率を示している。(調査2) 移植者の1週間の労働日数は平均5.4日、
1日の労働時間は平均8.0時間。1週間の総労働時間は平均43.1時間である。(調査1)
就労日数、1日の労働時間の移植後の変化については、日数、時間とも増加した人
が
30%、時間のみ増加した人が16%と、大幅な向上を示している。(調査1) 

【調査1】
「全国移植者実態調査」日本腎移植者協議会(大久保通方会長)による。
・1992年10月実施。全国の移植者約2600人を対象にアンケート調査。

有効回答数698。
・移植臓器は肝臓1人を除いて、全員が腎臓。
・回答者データ:男性57%、女性43% 年齢(平均):男性39.8歳、女性38.0歳、

最年少4歳~最年長66歳 移植時年齢(平均):33.5歳、最年少2歳~最年長62歳
術後経過期間(平均):5年4か月、最短3か月~最長21年3か月

【調査2】 「腎不全患者調査」東京女子医大腎臓病総合医療センターによる。
・1986年実施。血液透析患者、CAPD患者、腎臓移植者が対象。有効回答数1643の

うち、透析患者1385名、腎臓移植者209名。


